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日高町子育て支援センター

クエっこランド♪だより

鬼の帽子をかぶって鬼退治するぞー！！（*^-^*）

鬼さんと記念撮影（>_<）┝

豆まき遊び♡

鬼は〜外、福は〜内（*^-^*）♪

可愛い鬼さんたち（*^_^*）♪

※�０〜３歳の未就園児とその
保護者の方が、対象となっています。

※月〜金
9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00
※第３金曜日は午後から休館
【お問い合わせ先】
子育て支援センター（℡：70･4140）
（保健福祉総合センター内）

節分製作

節分遊び

♪♪4月の行事予定♪♪ 
  9日（火）	 子育て広場　9：30～11：00
12日（金）　英語で遊ぼう（イースター遊び）

申し込み〆切 5日（金）
15日（月）〜5月2日（木）　こいのぼり製作
24日（水）	 ベビーマッサージ　14：00～

2ヶ月〜6ヶ月まで
※バスタオル・お茶・ハンドクリーム
申し込み〆切 22日（月）

29日（月）　昭和の日の為休館
※各申し込みは電話でも受け付けしています
　（予定は変更・中止する場合があります）
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広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

暮らしのカレンダー４月
April

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

複雑ごみ 4か月児/
10か月児健診

7 8 9 10 11 12 13
資源ごみ 子育て広場

ふれあいセンター
9：30〜11：00

14 15 16 17 18 19 20
粗大ごみ1 心配事相談  P7

おはなしの会

小型プラスチックごみ

21 22 23 24 25 26 27
粗大ごみ2 資源ごみ 1歳6か月児

健診

28 29 昭和の日 30

粗大ごみ１の地区…池田・東光寺・内ノ畑・原谷
粗大ごみ２の地区…萩原・荊木・駅前
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町の人口と世帯
令和6年2月29日現在
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クヌッセン機関長をしのんで　
—命日慰霊献花式—

ヨハネス・クヌッセンってどんな人？

　2月10日（土）、日ノ岬パーク内クヌッセンの丘において、故クヌッセン機関長命日慰霊献花式が執り
行われました。
　献花式には、松本町長と藪内美浜町長のほか、マースク社CEO、名誉領事館領事代理、稲垣日高町議
会議長らが出席し、胸像前にクヌッセン機関長が好きだったキンセンカの花を献花し、遺徳をしのびま
した。
　式典の後、田杭地区内の救命艇保管庫に移動した一同は、保管庫に隣接する供養碑の前にキンセンカ
を供え、手を合わせてクヌッセン機関長の冥福を祈り、保管庫内のデンマーク訪問団の写真や保管され
ている救命艇を、改めて見学しました。

　1957年（昭和32年）２月10日、午後９時40分頃、名古屋から神戸へ向
け航行中のデンマーク国マースクライン会社所属エレン・マースク号が、
和歌山県日高郡美浜町日の岬灯台の北北西５マイルの海上で、徳島県海部
郡海南町船磯庚一さん所有の機帆船「高砂丸」が火災を起こしているのを
発見しました。
　風速20メートルを超える強風の中、エレン・マースク号は、ただちに
接近して救命艇をおろし高砂丸の乗組員３人の中、ただ一人の生存者を救
助しましたが、乗組員は極度の疲労のため縄ばしごで本船に乗り移る際、
力つき、海中に転落しました。
　これを見たマースク号の機関長として初航海に従事していたヨハネス・
クヌッセン氏（当時39才）は身の危険をかえりみず海中に飛び込みました

が、そのまま波間に没しました。翌朝クヌッセン氏
は、エレン・マースク号の救命艇とともに、田杭海
岸に遺体となって打ち上げられました。
　クヌッセン氏の遺体は、伊丹空港から飛来したア
メリカ軍のヘリコプターによって、堺市にあるアメ
リカ軍専用の病院に移されました。その機体が見え
なくなるまで、田杭地区の人々は手を合わせていた
そうです。涙ぐんでいた人もいたと伝えられますが、
そうした感情にさせるほど、クヌッセン氏の行動は
多くの人々の心を激しく震わせたのです。
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